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論文

朝鮮語教育における CALL の現状と課題
― 立命館大学の朝鮮語 CALLを中心に ―

盧　載　玉・梁　貞　模

要　旨
近年、IT（ICT）革命と言われ情報化社会化が進むなかで、コンピュータテクノロジーは
もはや語学教育、学習にとって欠かすことのできないメディアとなっている。日本でもす
でに多くの語学教育の現場で CALL が導入されているが、本稿は、こうした教育環境を
めぐる変化を背景に、朝鮮語 CALL の現状とその課題について検討、考察し、今後の朝
鮮語 CALL の可能性を展望するものである。本論ではまず、言語習得に関する教授学的
観点からCALLについての理論と研究動向を概観して、次の考察の足がかりを見つける。
次に、盧による立命館大学の CALL 授業を例にして、朝鮮語 CALL の具体的な現状を提
示しながら、その問題の所在を明らかにする。最後には、学習者における個人差、動機づ
け、自律、そして学習過程の個別化などをカギ概念として、朝鮮語 CALL の理論枠組み
の構築の可能性を模索する。
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はじめに

IT（ICT）革命と言われ情報化社会化が進むなかで、教育活動を支えるメディアは今急速に進
化している。外国語教育の現場においても、高度情報化社会への対応が緊急の課題となり、60
年代の LLから、コンピュータを導入した CAIや CALLへと、語学教育の方法は大きく変化しつ
つある。特に、コンピュータは、教授―学習の環境でその重要性を益々増してきており、コン
ピュータテクノロジーはもはや単なる使用可能な道具ではなく、紙メディアや対面コミュニケー
ションと並んで、語学教育、学習にとって欠かすことのできないメディアとなっている 1）。今や
CALLをめぐっては、新しい教授、学習のツールとしてコンピュータを使うべきかどうかという
のではなく、どのようにコンピュータを使うべきかが問われる時代に変わってきている。
日本でもすでに CALLは多くの語学教育の現場で導入されていて、幾多の研究や実践報告によ
り、外国語教育におけるその成果が注目されている。このような CALLシステムの教育現場への
導入にはさまざまな要因が関わっている。つまり、コンピュータテクノロジーの飛躍的進化やイ
ンターネットの爆発的な普及などの技術的進歩に加えて、国際化時代に合わせた外国語教育の改
革を求める社会からの要請や、従来型授業から学習者中心の授業への語学教授・学習法の転換な
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どを背景に、CALLの普及が急速に進められているのである 2）。
それでは朝鮮語教育において CALLは必要なのか。もし必要であればそれはどのような CALL

なのか。本稿は、立命館大学における朝鮮語 CALLの現状とその課題について検討し、朝鮮語
CALLの今後を展望する手掛かりを見つけることをねらいとする。

1．外国語教育とCALL

1．1．CALL とは何か
そもそもCALLとは何か。CALLとはComputer Assisted Language Learningの略で、「コンピュー
タの支援による言語学習」のことを意味する。この定義が示すように、CALLとは外国語教育学
や第ニ言語習得理論とコンピュータテクノロジーとによって成り立つ語学教授、学習のことであ
る。しかし、一言で CALLと言っても、コンピュータテクノロジーと外国語教育・学習との結
びつきは実に多様である。一般に、外国語教授、学習におけるコンピュータの役割の観点から
CALLは次のように分類される 3）。
①チューターとしてのコンピュータ　（Tutor role）－行動主義的 CALL

1960－70 年代の行動主義心理学の刺激・反応図式に基づいた言語教授法の理論的枠組みに沿っ
て、教科書で学んだ文法知識の理解を定着させるためドリルを繰り返す。基本的な指導パターン
は、コンピュータによる問題の提示→学習者の反応→学習者の反応に対するフィードバック情報
→学習者の反応で構成される。その際に、コンピュータは、学習者に対してドリル問題などの学
習題材を提供し、答を判定するチューターとしての役割が当てられている。ドリル型の CAI教
材はその典型であるが、これによって学習の個別化と効率化を図ろうとした。
②ツールとしてのコンピュータ　（Tool role）－コミュニカティブ CALL

学習における認知的な要素に着目して、学習者自らが選択し、コントロールし、相互作用を行
うなど、コンピュータをツールとして利用するようになった。たとえば、コンテクストのある
穴埋め問題やクローズ問題，文の並べ替え，テキスト再構成、ワープロソフト、文法やスペル
チェッカーなどがこのモデルに属する。他に、目標言語とその文化に関する文字、音声、映像へ
アクセスできるインターネットやデータベースなどもリサーチのためのツールとして利用される。
③メディアとしてのコンピュータ　（Medium role）－統合的 CALL

1990 年代以降、コンピュータのマルチメディア化と並んで、コンピュータのネットワーク化
とインターネットが普及され、ウェブサーチによるさまざまなタスクが可能になった。このこと
により語学学習の質的転換がもたらされる。すなわち、従来型の授業から、リサーチや自己発見
型、プロジェクト型学習など、学習者中心の授業が多く行われるようになった。コンピュータは
単なる言語学習のツールとしての域を越えていき、グローバルなコミュニケーションのためのメ
ディアとなった。それによって CALLもコンピュータと人間との相互作用において捉えられるよ
うになった。
これらのモデルはそれぞれ問題点がある。チューターモデルに対しては、ドリルなど単なる反
復による練習で、想像力に基づく学習活動の欠如が指摘された。その他にも、CALLにおける教
師の役割の曖昧さや学習者同志の相互行為がないことが批判される。一方、ツールモデルやメ
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ディアモデルでは、学習者中心の自由な学習ができる半面、学習成果の評価が困難になってくる。
こうした問題を勘案すれば、実際に授業をデザインする際にはそれぞれのモデルの特徴を十分に
把握しておく必要がある。たとえばチューターモデルは問題点が指摘されてはいるが、学習者が
意識的に行う言語知識の習得やリスニング力、読解力、発音の訓練などではその効果が認められ
るのである 4）。CALLの教材が一斉授業用なのか学習者の自習用なのか、目標はリスニング力の
向上なのか読解力の育成なのか、学習者のレベルはどのくらいかなど、さまざまな要因を考慮し、
それらに最も適した CALLの形態を選択して、その方法を組み立てていかなければならない。
さて、CALLは上記のような過程を経ながら進歩してきたが、さらに CALL研究における重点
の変化にも言及しなければならない。欧米においてコンピュータの多様な機能が注目された 90
年代は、CALLは「言語教育と学習におけるコンピュータ利用に関する研究と調査」5）という観
点から研究が進められている。つまり、情報環境におけるコンピュータの導入がもっぱら論点と
なっていたが、現在では CALLは、いかなる形であれコンピュータテクノロジーが関わるコンテ
クストにおいて学習者が言語を学ぶことと捉えられる 6）。ここでの焦点は、コンピュータの利用
にではなく、言語を学ぶ学習者の方に、そして結果としての言語習得の方に向けられている。次
の主張にはこの点がいっそう明確に表れる。Egbertによれば CALLは、学習者、言語、学習環境、
学習ツール、タスク、学習プロセスに影響を及ぼす仲間と教師といった諸要因が統合されたもの
として規定される 7）。したがってコンピュータはさまざまな要因の中の一つに過ぎず、しかもこ
の定義においては、コンピュータという言葉すら用いられていない。将来的には、コンピュータ
は、教師と学生にとって利用できるメディアの一つとしてごく当たり前のもの（normalization）
となり、CALLは、外国語教育のさまざまな可能性の一つとされ、CALLという語自体その新奇
性を失い不要になることが予想されている。
目下のところ、欧米の CALLの研究は教育環境におけるコンピュータメディアの日常化へと

進展しているが、日本での状況はどうだろうか。岩崎によれば、元来日本では、CALL教室のレ
イアウト自体から、コミュニカティブな授業や協調的な学習と親和性のある教室環境ではなかっ
た 8）。つまり、それは対面型授業や一人一台で使う個人作業のみを前提にし、学習者が一人で端
末に向き合って行うドリル型学習に重点が置かれすぎていた。これが対面講義型 CALL教室で
の講義型授業と e-learning教材と称されるコースウェアを使ったドリル型個人学習に重点をおく、
いわゆる「日本型 CALL」である。
ところが近年、大学における CALLの設備は、外国語 CALL教室での CALLの授業から、オ
ンライン上のコースウェアで学ぶことのできる自習設備や、インターネットに接続して学生が自
由に外国語を学習することのできるマルチメディア自習室など、多岐にわたる。また実際の授
業の具体例からすれば、CALLの形態は実に多様である。その主な例として吉田は、①ワープロ
機能を利用したライティング練習、②ドリル型 CAIの実践、③市販のマルチメディア教材の利
用、④マルチメディア CALL教材の自作、⑤インターネットを利用したコミュニケーション、⑥
DVDシステムを導入することにより、多様なメディアをデジタルに統合し、マルチメディア教
材として利用、⑦上記の方法のいくつかとビデオカセットなどのメディアの組み合わせ、などを
あげている 9）。中でも、CAIドリルやマルチメディア CALLの練習、インターネット、LL練習
などを組み合わせて行う方法は、対面授業との連動も可能で、実際の授業で活用しやすい。
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実際に CALLを活用する際には、それが、どの分野で、どのような学習者にとって、どのよう
な学習目的を目指して利用されるのか、その用途を区別する必要がある。そして単にメディアの
種類や、教材、学習の形態の違いだけでなく、テクノロジーの機能と学習目標との間の適切性を
確認する、つまり、言語教育、学習の観点からもその有効性を考慮し、最も適した方法を確立す
ることが必要である。

1．2．語学教授、学習における CALL の効果
では、コンピュータがなくてはできない側面として特に重視される CALLの特徴は何か。それ
は以下のようにまとめられる。

（1）学習の効率性
CALLでは学習者は、言語知識やスキルをより早く、より少ない時間と労力で習得することが
できる。というのも、CALLでは、学習課題の個別化を図ることで、学習者が自分の能力レベル
に応じた教材を自分のペースに合わせて個別に学習目的を果たすといった個人学習形態を取るこ
とが可能だからである。それにより CALLでは、学習者のニーズや能力の違いに応じた多様な学
習のあり方が可能かつ必要となる。

（2）学習の効果
学習の個別化により、学習者は能力のレベルや学習のペースに合わせて言語知識やスキルを習
得することができる。それにより従来型の受動的な学習形態から主体的な学習へと、学習の質的
転換が起こり、いっそう効果的な学習が期待される。また学習者によってはコンピュータとの相
互作用の方を好む場合もあり、分からないところは繰り返し練習し理解することができるという
ことも長所である。その他に、ネットを通じてグローバルなコミュニケーションを取ることや、
文化的コンテクストの中でリアルな外国語を学ぶことができることも、CALLのメリットとして
看過できない。

（3）アクセス
他の方法では入手困難な教材を手に入れたり、学生が相互作用を行ったりすることができる。
またコンピュータを導入することで文字、音声、静止画と動画といった複数のメディアを有機的
に連動させて扱うことができる。こうしたマルチメディア教材が提供する総合的学習環境やパソ
コンの操作といった学習活動の形態は、多様な学習者の関心・興味に対応でき、学習意欲の向上
にもつながる。

（4）便利さ
e-learningの教材やネットに接続さえすれば、時間と場所の制限を越えて、24 時間いつでもど

こでも学習し練習することができる。また何度でも即座に聞きたい音や見たいシーンにダイレク
トにアクセスできる点で時間のロスもなく、便利である。
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（5）動機づけ
CALLでは学習者は、コンピュータの新奇性から言語学習のプロセスをより楽しみ、学習に没
頭することができる。その際に学習者が自分の学習過程をコントロールしていく、いわゆる「自
己調整学習」（Self-regulated learning）10）が行われるが、それによって学習者は自らの学習に対
して高く動機づけられる。このような CALLの動機づけの側面は、自律した学習者になるために
必要なスキルを習得させる上で、特に重要である。

1．3．CALL の有効性の問題
CALLの実践はしばしば、情報機器の新しさや機能の多様性、マルチメディアの新奇性といっ
た観点でのみ語られるが、CALLは第一義的には、外国語教育や外国語学習に関する課題であ
ることに注意しなければならない。つまり、CALLとは、「学習者がコンピュータを使用し、そ
の結果として彼／彼女の言語が上達する一連のプロセス」11）であり、CALLの有効性は何よりも、
外国語能力の習得にとってそれが効率的かつ有用であるかという点において検証されるべきである。
CALLの有効性は、学習の成果として学生の言語能力がどのように上達したかに関わっている
が、実際に CALL の効果は検証することが困難である 12）。なぜなら、コンピュータ利用と学習
プロセスに影響を及ぼす他の諸要因とを切り離し、学習効果が主としてコンピュータ利用による
ものであることを明らかにすることはできないためである。CALL教育の成果を具体的に調査・
検証することは必要であるが、有効な方法論の確立は今後のさらなる研究成果を待つしかない。
とはいえ、CALLの学習効果に関しては、すでにさまざまな研究、実践報告によってその有意
義性が主張されている。その例として、CALL授業の教育効果として、言語能力を評価するテス
トの得点上昇や、学習者の動機づけの改善といったものがあげられる。しかし注意すべきなのは、
コンピュータの導入それ自体は CALL の有効性を保障するわけではないという点である。鏡に
よって指摘されるように、CALLの実践が堅固な学問的な背景に支えられたものは少なく、この
方面での理論化の作業は遅れているといわねばならない 13）。
まずコンピュータとは、言語取得に関するさまざまな教育理論や方法が実践に移されるための
一つのメディアに過ぎない。しかもテクノロジーの使い方はさまざまであるため、テクノロジー
そのものの有効性を一般化することは早計である。テクノロジーの導入によって学習タスクの効
率性が高まったとしても、それが直ちに、指導の効果性を意味するとは限らない。CALLの有効
性は、単なるテクノロジーの導入・利用にではなく、それがどのように用いられるか、その使い
方において求めるべきなのである 14）。敷衍すれば CALL の有効性は、どのような学習者にとっ
て、どのような形態でコンピュータを利用し、それが学習者にとって何を意味するのか、という
観点から検証されねばならない。
竹蓋によれば外国語教育の現状とその問題を次のように捉える。つまり、まず、教師が外国語
教育の「目的、目標」を具体的なものとして十分に理解していないこと、次には、学生のレベル
の現状も必ずしも明確には捉えられていないこと、その結果として、適切な教材、指導法が開
発、採用されていないのである 15）。確かに、外国語教育を有意義にするためには、まず教育の
進むべき方向を示す目的を明確に規定しなければならないことは言うまでもない 16）。そうする
と、CALL の有効性は、まずはコンピュータの利用が外国語教育の目的や目標、そしてそれに
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沿って選ばれた授業内容や教授法にマッチしているかどうかに依拠する。つまり、学習の成果と
して学習者個々の言語能力がどのように上達したかによって、その効果が検証されるのである。
ところで、CALLがどのような言語能力習得を目的として、どのような授業内容と教授法で行
われたかを問うことは、コンピュータテクノロジーだけでなく、外国語教育学や第ニ言語習得理
論の知見をそのより所とする。しかし、現在のところ、朝鮮語 CALL 関連の研究や実践報告は
例が少なく、さらにCALL の教育学的理論づけの試みは見当たらない 17）。今後の CALL 開発に
は、教授法、学習システムに関する研究領域と連携して、言語的特性や学習環境の違いに応じた
CALLの理論的基礎づけることも必要とされる。
それでは朝鮮語 CALL の現状はどうなのか、以下においては筆者の一人が担当した立命館大

学の朝鮮語CALLを取り上げて、その実際を検討する。

2．朝鮮語CALL の実際

立命館大学において朝鮮語CALL は、対面授業型のCALL 教室での CALL 授業として、2007
年から始まった。すでに述べたように、当初、朝鮮語教育における CALL 研究の例は乏し
く、CALL 教材開発も遅れている状況であった。そのため、CALL 授業の担当者として筆者は、
CALL に関する研究理論を検討しつつ、ウェブ上で公開されている大学の CAI 教材などを手掛
かりに試行錯誤しながらCALLの教材を作って使用せざるを得なかった。

2．1．カリキュラムにおけるCALL の位置づけ
立命館大学における朝鮮語の授業は、初修コースクラスでは週 4回（文法 2時間＋会話 2時間、
会話時間のうち、1時間が CALL に当てられる）、ニ言語コースクラスでは週 2回（文法 1時間
＋会話 1時間）行われる。CALLは、その対象を初修コースクラスに限定して、週 1回、対面授
業型のCALL教室で、CALLシステムを利用しながら行っている。
さて、朝鮮語CALLは、「CALL 教室の機能を活用した授業を展開し、朝鮮語のコミュニケー
ションの能力を高めること」を目標とする。さらには、「日常生活の身近な話題について朝鮮語
を聞いたり話したりして、情報や考えなどを理解し、伝える基礎的な能力を養うとともに、積極
的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる」ことをその主な指導内容としている。つ
まり朝鮮語の CALL は、①対面講義で学習した知識の定着をはかる、② CALL 教室の特性を生
かしたリスニング力の強化、語彙習得を目指す、③「聞く」「話す」ことに関連した総合的なコ
ミュニケーション能力を養う、④意欲的な学習態度を育てる、ことを授業の目標とする。しか
し、実際には朝鮮語 CALL は、対面授業での学習をサポートする補助的な役割をもつものであ
り、したがって、CALL教材の開発や教授、学習活動は、対面授業での学習内容を補充し統合さ
せ、より深化させることに重点をおいて行われた。このような位置づけにより、朝鮮語 CALL
は他の対面授業との関連で、その到達目標を明確に示し、教材開発および授業活動もそれに沿っ
て行われた。
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2．2．朝鮮語CALL の教材
朝鮮語CALLの教材は、朝鮮語の共通教科書（秋学期：『基礎から学ぶ朝鮮語』、春学期：『使

いこなす朝鮮語』、いずれも私家版）の内容を組み込んだものをCALLシステムで活用する形を
取っている。実際に使った朝鮮語CALL教材は次のような内容で構成されている。
①「発音」：学習初期段階で利用する。文字をクリックすると、発音を聞くことができる。
②「 新出単語」：画面上の新出単語のところをクリックすると、・学習課の選択、・新出単語（各
課の必須単語の提示）、・練習（文法項目を活用した例文）、・コミュニケーション（基本文型
と会話文の提示）という画面が提示される。さらに学習したい課、学習したい内容を選んで
学習を進める。それぞれの表示された文には日本語の訳と音声を張り付けてある。

③「 スキット」：会話文が提示され、音声を聞くことができる。スキッとの画面の上段部に「日
本語」、「朝鮮語」、「非表示」と提示されるので、どちらかを選んで練習を行う。

④「 リスニング」：既習の内容から作られた聞き取りの四択問題が各課 10 問ずつ提示される。1
問から 10 問で順番に、問題を聞いて 4つの選択肢の中から一つを選びクリックする。答え
を選んだあとに、質問と答えの文が表示される。赤色付きの○の印と音で正解であることを
知らせる。不正解であれば赤色付きの×の印とブーという音が出て、得点が即座に表示され
る。

⑤「 練習問題」：画面上の「テスト」ボタンをクリックして単語テストを行う。解答にかかった
時間と得点が表示される。これは各課の学習終了後に行うため、時間外でやるとカンニング
行為とみなされる。また「練習問題」は学内端末でのみ利用可能である。

2．3．CALL 授業の実際の流れ
（1）  朝鮮語 CALL サイトにアクセスしてパスワードを入力すると学習開始の画面が現れる（図

1参照）。
（2）  あらかじめワードで作成した学習のポイントと例文をセンターモニターに提示しながら説

明する。現在使用中の CALL 教材には、学習内容についての解説は取り込まれていないの
で、教師による説明が必要である。

（3）  解説が終わると、CALL 教材の目次から学習メニューを選んでクリックし学習を進める。
その日の学習する課の新出単語 、文法の基本文型と総合練習問題の問いと答え、会話をリ
スニング（図 2参照）するように指示する。その際には、必ず各文の右側に付いている日
本語の訳を確認しながら「聞く」ように、また、聞きながら「読む」ように指示する。聞
き取れなかったところは、自分のペースで、何度でも自由に繰り返して聞くように、また
早く終わった人は、次の 3）へ進むようにと言う。

（4）  リスニング問題を解きながら確認させる（図 3参照）。得点が即座に表示されるので、学習
者はその都度、学習結果を把握することができる（図 4参照）。

（5）  リスニング問題が終わると、学生のパソコンに問題を映して解説を行う。また問題と正解
のみ再度音声を聞きながら確認させる。

（6）  会話の練習問題文を「リスニング」と「シャドウイング」させる。またランダムにペアを
組ませて会話の練習を行う。
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図 1　朝鮮語CALL

図 2　第１課、コミュニケーション
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図 3　リスニング問題

図 4　解答結果



立命館高等教育研究 12 号

－136－

（7）単語テストの実施
（8）他の主な学習活動
上記が授業の基本となるが、その他に、ハングルのタイピング、ペア活動、短文作り、リスニ
ング、シャドウイング、映像鑑賞、外部教材へのアクセスなどの活動を適宜取り入れ、授業の活
性化を図った。

2．4．CALL のメリットと学生の反応
授業の実践から、黒板とチョークベースの従来型授業に比べて CALL は、少なくとも次の点

で優れていることが明らかになった。
第一に、文字・画像・音声・動画を連携させたさまざまな情報を取り込んだ授業ができること
が上げられる。特に、朝鮮語の場合、文字と発音の指導に多くの時間が費やされるが、パソコン
を使った文字の形の認識と発音練習はとても効果的であり、発音の確認も個別にできるため、効
率よく進むことができた。
第二に、多様な教材と多様な活動を適宜、切り替えて実施することができる。ややともすれば
単調な作業になりがちな授業の流れを、動画や映像、音声資料でダイナミックに変えることに
よって、学生の動機づけを高める効果があった。また必要な場合は、インターネットに即座にア
クセスでき、さまざまな情報を素早く用いることができたので、学生の興味・関心をそのまま反
映させながら授業を運営することができた。
第三に、学習レベル、理解度の個人差に対応できる。学習者は自分のペースで練習問題にとり
かかり学習を進められるので、無駄な時間がなくなる。また学生が個別に学習することで、教
師は問題を抱えている学生のケアにより多く時間を取ることができた。従来型の授業よりも学
生一人一人のニーズにより細かく対応することができるだけでなく、担当者の印象からすると、
学生はより積極的に質問をし、教師の助けを求めることが多かった。教師と学生間のコミュニ
ケーションがより密になった点では、学生が一人、パソコンを相手に行う機械的な作業といった
CALLや CAI の一般的なイメージとは異なっていた。
第四に、短時間でドリルを多く行うだけでなく、何回も復習できるので、言語知識やスキルを
より深く理解し習得することができる。特に、リスニングとシャドーイングを繰り返すことで、
学生のリスニング力の向上に効果があった。また覚えた表現を実際に使うことへの心理的な壁が
低くなったようで、授業後も自分たちで作り変えた表現を使ってみる光景がよくみられた。 
第五に、教材での練習問題は瞬時に採点してくれるので、フィードバックを即座に返すことが
できる。また、学生の出欠管理や学習の記録・分析が容易にできるので大きく時間を節約するこ
とができ、自由になった分は教材開発などの時間に回すことができた。
最後に、モニター画面で、学生の学習の様子を確認できるので、問題を抱えている学生や学習
に真剣に取り組んでいない学生を的確に把握しケアすることで、授業を円滑に進めることができ
た。
CALLに対する学習者の反応も概ね、肯定的である。学期の最後に自由記述式のアンケートを
実施するが、学生の意見はほぼ次のようにまとめられる。
・何度も発音の練習ができる。
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・練習する時間を作ってもらえる。
・パソコンを使った授業のほうが、取り組みやすい。
・聞いて覚えることは大切だ。
・キーボードでハングルをタイピングすることができて楽しい。
・通常授業で使用されるテキストの内容なので、復習しやすい。
特に最後の意見に関しては、対面授業と CALL との連動という方式が学生にとってよかった
のだと考えられる。一方、否定的な意見としては、「キーボードでハングルをタイピングするとき、
いらいらする」ということくらいで、CALLの意義を否定するものではなく、学生も対面授業と
は異なった授業として楽しんでいる様子がうかがえる。
以上、これまでの CALL の授業実践ではさまざまな CALL の有効性およびその可能性を確認

することができた。前述した CALL の効果、すなわち、学習の効率性や学習の効果、情報への
アクセス、便利さ、学習者の動機づけといった側面からして、正確な統計を取ったわけではない
にしろ、概ね効果的であったと言える。特に、学習者の多様化、学習形態の多様化という語学教
室を取り巻く環境の変化を勘案すれば、CALLはそれに対応する有効な方法であることは議論の
余地がない。情報端末の操作に慣れている学生にとってみれば、教師による一方通行の講義型の
授業は物足りず、自分で操作しながら学び取るという CALL は刺激的であろう。今後も研究と
実践を重ねて、より有効な CALL の導入と積極的な運用を試みていかねばならないと思う。一
方、問題点としては、教材の準備時間が足りないこと、そして学生のニーズや興味・関心の調
査・分析に基づいた教材開発や授業活動の構想ができないことなどが上げられる。これらについ
ては後述する。

3．朝鮮語CALL の課題と可能性

3．1．CALL 実践における問題点
以上、朝鮮語 CALL の実際を簡単に紹介し、そのメリットと学生の反応を報告したが、それ
では朝鮮語 CALL の問題点は何か。まず授業実践から見えてきた問題点をいくつか指摘してお
く。
これはおそらく朝鮮語 CALL に限らず、コンピュータを利用した授業に共通した言えること

であろう。
第一に、教師の技術的な知識不足からくる時間のロスがあげられる。CALL 教室の機能は多
肢にわたるが、パソコンの調子が悪くなって音声が止まったり、映像が映らなかったりなど、突
発的なトラブルが多い。トラブルが起きるたびに、授業は中断され、機械の修復に取りかかるか、
支援を求めたりしなければならないが、そうしているうちに学生は退屈し、授業の流れも途切れ
てしまう。CALL の効率的な運営のために教師は、マシン・トラブル発生時などの対処法など、
機械を熟知していることが求められるが、それができない場合は、サポートしてくれるスタッフ
の常駐が必要である。
第二に、共同・協同学習に配慮した教授法の工夫が必要である。CALLでは、学生は個別的に、
自分のペースに合わせてコンピュータを使って学習を進めていく。そもそもこの点は、学習者の
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多様なニーズへの対応として、また能力の差に応じた個別化の有効な方法として CALL が高く
評価される所以でもある。しかし、学習の効率性を第一義にすることは、学習者間の人間的関係
性を犠牲にする側面を持つことも事実である。だたし、教師と学生間、また学生同志の関係性の
希薄化は、CALLの学習活動のデザイン次第である程度は解決できると考えられる。先にも触れ
たように、実際の授業経験からすれば、CALLでは教師と学生とのコミュニケーションが増える
ように思われる。学生が個別に作業する間、教師は机間巡視をするので、学生は教師と個人的な
コミュニケーションをとったり、学習について質問をしたりしやすくなる。その他、学習者同志
の結び付きに関しても、学習形態を工夫して協同・共同作業を組み込み、学習者間の交流を図る
こともできる。つまり、できるだけ学生同士で読み合いをさせたり、ランダムペアで会話させた
りするなど、教師対学生、学生対学生でのコミュニケーションを意図的に取り入れて、学習形態
のバランスのとれた運用に心懸ける必要がある。
第三に、CALL に対する学習者の個人差への適切な対応が求められる。学習の成果に影響す
る学習者要因としては、適性、学習スタイル、言語学習ストラテジー、動機、態度、ストレスマ
ネジメントなど、さまざまなものが取り上げられる。すでに多くの研究により、目標言語や文化
に対する学習者の態度が言語習得に大きく影響することが明らかになっているが、コンピュータ
の使用に対する学習者の態度などの心的要因が CALL の学習効果に影響を及ぼすことは十分に
予想できる。教科書と黒板を主な媒体とする対面授業とは違って、CALLでは学生はコンピュー
タを使いながら自ら学習を進めていくことが求められる。そのために、コンピュータを使いこな
す技能やコンピュータ利用に対する気持ちなどの個人差要因は、当然、CALLへの態度、そして
CALLの有効性に大きく影響を及ぼすことが考えられる。学習者が持っているコンピュータ不安
が、言語知識の習得に向けられるべき認知能力の働きをコンピュータの使用方に集中させてしま
い、結果として、知識の習得が妨げられることは十分に考えられる 18）。
もしコンピュータ使用に対する学習者の態度や心的要因が学習成果と関連しているのであれば、
CALLではまず、そうした学習者の態度や不安感を解消することから始めなければならない。実
際、最初の授業では、CALL教室のメリットや使い方を説明し、積極的に活用して学習に役立て
るように注意を促すのだが、そういうガイダンス的な一回限りのものではなく、もっと時間をかけ
て指導を行う必要があるとも考えられる。特に、パソコン操作に慣れていない学生や苦手にしてい
る学生に対してはその不安を取り除くよう、教師は細心の注意を払って授業を行う必要がある。

3．2．朝鮮語CALL の今後に向けて
それでは今後の朝鮮語 CALL のあり方を考える上で考慮すべきことは何か。CALL 授業の実
践から見えてきた課題として次の四点を取り上げることができる。
先ず、現在、朝鮮語 CALL はドリル型 CAI を中心に適宜、マルチメディア、インターネット、

パートナーとの対話練習など、さまざまな方法を組み合わせて行っている。しかし欧米で進んで
いるマルチメディアとしての CALL からすれば、これはその初期段階に留まっていると言わざ
るを得ない。すなわち、朝鮮語 CALL は、学習者が一人で端末に向き合って行うドリル型学習
に重点が置かれている「日本型CALL」である。
これに関連しては日本的な CALL の特徴の他に、朝鮮語 CALL でプロジェクト学習型や自主
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発見型学習など、マルチメディアの特性を使う CALL の活動形態の導入が難しい理由は学習者
の言語能力のレベルである。実はこれがもっと大きな障碍になっている。つまり、第一外国語と
して小学校から学び始める英語とは違って、初修外国語としての朝鮮語の場合、限られた時間内
に高度な言語力を駆使して、マルチメディアとしてコンピュータを使いこなす学習の構想は、極
めて困難である。こうした制限を自覚しつつ、最大限にその良さやメリットを活かすことのでき
るCALLの在り方を模索することが今後の朝鮮語CALLにとって重要な課題となっている。
第ニに、既に述べたように、対面授業の補助的役割を担わされることで、CALLに独自の教授、
学習形態が限られてしまう。学生側からは、対面授業での学習内容を復習できるという点で評価
する意見も聞かれるが、一方、補助的な授業構成では言語能力を実際に様々な状況で実践し、運
用する力を育むことが困難になってしまう。この点に関しては、CALLの活動形態を対面授業で
の学習内容とは別個のものとして組み立てるのか、それともこれまで通りに連動した形でCALL
のメリットを活かすのか、CALLの朝鮮語教育のカリキュラム上の位置づけについても検討する
必要があるだろう。
第三に、現在使用中の教材は、CALLスタッフ（大学院生）の技術的支援を受けながら筆者が
作成したものである。そのため学習形態は基本的な操作によるものが多く、学習者にとってバラ
エティに富んでいて、興味をそそられるようなものとは程遠い。立命館大学の CALL の特性に
合った教材と学習活動の開発が急がれる。それに加えて近年のインターネットの普及やマルチメ
ディアの導入により，朝鮮語学習の環境や方式もますます多様化が進んでいる。CALLは個別学
習に適しているが、そのためには個々人のニーズ、能力、興味・関心、学習スタイルに合った学
習環境を提供しなければならない。そのような学習環境の構築には、言うまでもなく、個人差要
因に合わせた多様な教材と活動を用意することが理想である。それを考えると、現在の CALL
の教材は、学習者の個人差に合わせて学習内容、形態を個別化するまでには開発が進んでいない。
また、ドリルがたくさんできるというメリットも、学習者の反応の仕方が限られているため、学
習が単調（drill and kill）になる問題も指摘できる。そのため、朝鮮語教育の目的や学生のニーズ、
学習目標に合わせた CALL 教材の開発が至急、必要であるが、現状では、朝鮮語 CALL に適し
た教材を開発するだけの人的、技術的な環境が決定的に不足している。今後、CALLの特性を生
かした多様な学習のメニューを提供していくためには、技術的な面でのサポートの他に、学校の
枠を超えた教師間の協力体制を整うことも必要と思われる。
第四に、学習者の自律を高めるよう工夫をしなければならない。CALL は学習の個別化をも

たらし、学習者の自律がいっそう促進されると考えられているが、現実はそう簡単ではない。望
月・片桐によれば、自学自習用の教材やコンピュータ・ソフトを提供しても、大部分の学生は積
極的かつ継続的に自学自習を行うことが少ない 19）。つまり、単位認定や成績などの形で教員が
何らかの関わり合いを持たないと、あまり自習学習の効果は期待できないのである。授業の経験
からすれば、学習動機の高い学習者は、自分が何をするべきかを認識しており、自ら主体的に学
習を進めていくことで、学習の効率も高まるのである。その反面、動機づけが低く、自律した学
習態度を身につけていない学習者の場合は、居眠りする、雑談する、授業とは無関係なネット
サーフィンをやるなど、さまざまな問題行動がみられる。この問題に対してより根本的な解決策
が求められる。つまり、学習動機を高め、積極的かつ主体的に授業に取り組んでもらうための何
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らかの方法が求められるが、その一つに最近、学習方法の指導をも組み込んだ CALL に関する
研究が散見される 20）。もし学生の自己学習のストラテジーを確立させることが自律した学習へ
とつながるのであれば、CALLの有効な活用にとって重要な手掛かりが得られる 21）。

4．おわりに

以上、朝鮮語 CALL の現状と課題を取り上げながら、今後の朝鮮語 CALL のためのいくつか
検討するべき点を指摘した。それでは最後に、そもそも大学における朝鮮語 CALL は必要かと
いう問題に戻ってみよう。
CALLは朝鮮語教育にとって多くの可能性をもった教授・学習のツールであることは言うまで
もない。そもそも大学における朝鮮語教育に関しては、学習時間数が足りないこと、学習者の動
機付けが低いこと、到達目標レベルが低いことなど、初修外国語教育に共通する問題がしばしば
指摘される。こうした状況を考えると、CALLはその運用の如何によっては学習者の実質的な学
習時間を増加させる手段として、朝鮮語教育の抱える問題解決への手掛かりとなりうる。もちろ
ん CALL の意義がこうしたカリキュラム上の問題をクリアすることにあるわけではないけれど
も。現実に、いくつかの大学における自律型 CALL による英語教育の充実化は、英語と初修外
国語という違いを割り引いても、その先例として注目に値する。その他に、CALLでは多様な学
習教材や活動を提供することが可能であり、それによって学習への動機を高めて対面授業にまで
その波及効果を期待することもできる。また CALL で習得した自主的な学習態度により、学習
目的や目標の多様化が進み、結果として朝鮮語学習を意義づける契機ともなる。
しかし、CALLさえ実施すれば、全ての問題が解決できるというわけでもない。大学における
朝鮮語教育の現場では、今なおドリル中心の CAI 型が主流であり、コンピュータの使い方や機
能に関する研究や実践報告では、それが言語能力の習得にとってどのように役立つかに関しては
経験原則的に主張されるにすぎないものも多い。もとろん朝鮮語 CALL の研究は始まったばか
りで、どのようなメディアを、どのような方法で使えば、どのような学習効果が得られるかとい
う問題についてはこれからさらに研究が進められるべきである。
最後に、2002 年のワールドカップサッカー試合の共同開催以降、近年の韓流ブームに至るま
での一連の韓国・文化に対する関心の高まりは、大学における朝鮮語学習者の増加にも表れてい
る。学習者の量的な増加は、学習者のニーズや学習目的の多様化に伴った学習の質的変容を要求
するものでもある。朝鮮語教育を取り巻くこうした変化を考慮すれば、当然、朝鮮語 CALL の
内容や活動形態もこれまで以上に多様化を図っていかなければならない。とすれば、今後の朝鮮
語 CALL においては、理論的かつ実証的にその有効性や適切性が検証される CALL 方法論の確
立と、学習者の興味・関心を反映した学習コンテンツの多様化が緊急の課題であると考えられる。
引き続き、外国語教育の教授、学習システムという大きいコンテクストの中で、コンピュータテ
クノロジーの特性を活かした朝鮮語CALLの可能性について研究を続けていきたい。
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Abstract
This paper addresses what CALL can contribute to Korean language learning, focusing on the 

pedagogical questions in using computers in the classroom. Section 1 examines what CALL 

is all about, giving a brief overview of its different types of programs and pedagogical benefits. 

Section 2 provides a description of CALL practice carried by KNOW. Finally, section 3 examines 

some assertions as to what cause problems in facilitating CALL system and suggests ideas 

for further research and design of good CALL in Korean language learning environments. In 

conclusion, it claims that to construct a highly motivating Korean CALL environment is needed 

and the concepts of individualization, and other related theoretical frameworks should be 

discussed to enhance the motivation and achievement of learner in CALL.
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